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日　日

国民健康保険税　3　期分　11月30日　まで

回
国
一
下
端
1
0
月
3
1
日
ま
で
に
各
家
庭
に
到
着
す
る
よ
う
御
協
力

1
1
月
の
－
」
よ
み

霜
　
月
（
し
も
つ
き
）

籍
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降

月
、
そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。

1
　
日
　
　
自
衛
隊
記
念
日

燈
台
記
念
日

技
能
の
日
・
技
能
尊
重

月
間
（
～
5
0
日
）

教
書
文
化
週
間
（
～
7

日）文
化
財
保
酸
強
調
週
間

（
～
7
日
）

③
　
日
　
　
文
化
の
日

6
　
日
　
　
瀞
神
衛
生
普
及
運
動
（

12日）

7
　
日
　
　
立
冬

1
0
　
日
　
　
手
足
の
不
自
由
な
子
供

を
育
て
る
運
動
（
～
1
2

月
1
0
日
）

Ⅱ
　
自
　
　
説
を
知
る
週
間
（
～
1
7

日）

1
5
　
日
　
　
七
五
三
祭

2
1
　
日
　
　
最
低
賃
金
周
知
旬
間
（

～
3
0
日
）

勤
労
感
謝
の
白

秋
の
全
国
火
災
予
防
遊

動
（
～
1
2
月
2
日
）

花
　
暦
　
　
つ
ば
さ
（
誇
り
）

誕
生
石
　
　
ト
パ
ー
ズ
（
友
捕
）

日
月
の
書
簡
用
語

晩
秋
・
暮
秋
・
向
寒
・
末
秋

寒
気
・
落
葉
・
冷
雨
・
み
ぞ
れ
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生　年　月　日 � 老齢年金 通算老齢 �鮒姥騎金 

冨擢華鰯至難縞 �10年 �4年1月 
大2年4月1日ク � �5年1月 

3年4月1日　ク � �6年1月 

4年4月1日　ク � �7年1月 

5年4月1日ク 

6年4月1日・一・ケ �11年 �† 

7年4月1日ク �12年 �10料保 年の険 未免料 消除を の期納 人間め にをた 待合期 例め間 とてか し“1 て」二年 妄言己以 給の上 期で 間、 l景保 上険 

8年4月1日　〃 �13年・ 

9年4月1日　ク �14年 

10年4月1日　ク �15年 

11年4月1日ク �16年 

12年4月1日ク �17年 

13年4月1日ク �18年 

14年4月1日　〃 �19年 

15年4月1日　ク �20年 

昭2年4月1日ク �21年 

3年4月1日　〃 �22年 

4年4月1日　〃 �23年 

5年4月1日　ク �24年 

25年 

自転車は　カ　ギと名前がよい見張り

福
祉
年
金
手
帳
の

交
付
に
つ
い
て

左
の
と
お
り
福
祉
年
金
証
番
（
手

帳
）
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
4
年
n
月
1
2
日
　
9

時
よ
り

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

▽
持
参
品
　
印
鑑
（
手
帳
に
押
し
て
あ

る
印
鑑
）

預
り
証

ご
存
知
で
す
か
国
民
年
金

成
人
式
を
迎
え
た

国
民
年
金

国
民
の
す
べ
て
に
年
金

を
、
と
い
う
願
い
の
も
と

に
、
昭
和
3
4
年
に
生
ま
れ

た
国
民
年
金
も
、
本
年
で

渦
2
0
歳
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
年
金
に
対
す
る

皆
さ
ん
か
た
の
理
解
も
深

ま
り
、
今
や
全
国
で
2
8

0
0
万
人
、
福
岡
県
で
も

1
0
万
人
（
遠
賀
町
で
も

2
7
0
0
人
）
の
人
達
が

加
入
し
、
県
民
4
・
5
人
に
1

人
が
国
民
年
金
加
入
者
と

い
う
我
国
で
も
最
大
の
公

的
年
金
制
度
に
成
長
し
ま

し
た
。
こ
の
日
月
は
国
民
年
金
普
及
推

進
月
間
で
す
。
も
う
一
度
、
自
分
の
老

後
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

ーつ0

2
0
年
間
に
国
民
年
金
も
成
優
し
ま
し
た

最
初
月
額
3
5
0
0
円
（
4
0
年
納
付

の
場
合
）
で
ス
タ
ー
ト
し
た
年
金
額
も

現
在
で
は
月
6
2
1
6
6
円
と
約
1
8
倍

近
く
成
長
し
ま
し
た
。
社
会
保
障
制
度

の
充
実
の
声
と
と
も
に
こ
の
年
金
額
も

将
来
ま
す
ま
す
改
善
さ
れ
て
「
頼
り
に

な
る
年
金
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
ス
ノ
○

無
か
ら
有
は
生
じ
な
い

よ
く
、
ま
か
ぬ
た
ね
は
は
え
ぬ
と
い

わ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
も
こ
の
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
将
来
の
大
き
な
実
り
を
期
待
す

る
な
ら
、
ま
ず
今
の
う
ち
に
、
そ
の
種

を
ま
い
て
お
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
を
も
ら
う
権
利
を
主
張
す
る
前

に
、
加
入
の
義
務
、
保
険
料
納
付
の
義

務
を
果
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

1
年
で
も
足
り
な
い
と

年
金
は
受
け
ら
れ
な
い

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
0
0
韻
ま

で
に
鮪
年
以
上
へ
昭
和
5
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
の
人
は
左
の
表
の
よ
う
に

1
0
－
幼
年
に
短
縮
）
保
険
料
を
納
め
る

か
、
免
除
を
受
け
て
い
な
い
と
年
金
が

も
ら
え
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
年
金
権
は

天
文
丈
で
す
か
。

ま
だ
ま
だ
残
る
無
年
金
者

多
く
の
人
に
よ
ろ
こ
ぼ
れ
て
い
る
国

民
年
金
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
国
民

年
金
剃
度
の
内
容
を
よ
く
知
ら
ず
、
加

入
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
加
入
は
し

て
い
て
も
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り

し
て
、
せ
っ
か
く
の
年
金
権
を
失
っ
て

い
る
人
も
、
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
で
し
た
ら
、
こ
う
し
た
無
年
金

者
を
救
う
特
別
納
付
を
実
施
中
（
昭
和

弱
年
6
月
3
0
日
ま
で
）
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
遠
賀
町
役
場
福
祉

課
国
民
年
金
係
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

国
民
年
金
特
別
納
付
に

係
る
世
帯
更
生
資
金
貸
金

の
御
利
用
に
つ
い
て

現
在
、
国
民
年
金
の
特
別
納
付
の
制

度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

納
付
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
世
帯
更

生
資
金
貸
付
金
の
制
度
が
御
利
用
で
き

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

貸
付
資
格

資
金
の
貸
付
け
に
あ
わ
せ
、
必
要
な

援
助
及
び
指
導
を
受
付
け
る
こ
と
に
よ

り
独
立
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
で
あ
っ
て
、
資
金
の
融
通
を
他
か
ら

受
け
ろ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

貸
付
対
象

こ
の
貸
付
の
対
象
と
な
る
世
常
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す

世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑦
国
民
年
金
特
例
納
付
を
行
わ
な
い

と
老
令
年
金
又
は
通
算
老
令
年
金
の
受

給
資
格
期
間
を
満
た
し
得
な
い
者
の
属

す
る
世
話
で
あ
る
こ
と
。

④
特
別
納
付
の
保
険
料
に
充
当
す
る

の
に
必
要
な
経
費
の
貸
付
け
を
必
要
と

す
る
世
辞
で
あ
っ
て
、
当
該
保
険
料
の

2
分
の
1
の
額
の
自
己
資
金
を
確
保
で

き
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

貸
付
限
寓
語

貸
付
金
の
領
は
、
特
例
納
付
を
行
う

者
一
人
当
り
2
5
万
円
以
内
と
す
る
が
、

特
例
納
付
の
保
険
料
と
し
て
実
際
に
納

付
す
る
金
額
の
2
分
の
1
を
こ
え
な
い

額
と
す
る
。

借
入
申
込
受
付
期
間

受
付
期
限
は
、
昭
和
5
5
年
5
月
3
1
日

ま
で
と
す
る
。

借
入
申
込
み

資
金
の
借
入
れ
申
込
み
に
あ
た
っ
て

は
、
社
会
保
険
撃
落
所
（
拠
出
制
国
民

年
金
に
係
る
現
業
事
務
を
行
う
都
道
府

県
国
民
年
金
課
を
含
む
。
以
下
同
じ
）

の
長
が
発
行
す
る
確
認
書
を
借
入
申
込

書
に
添
え
る
こ
と
。

な
お
、
こ
の
場
合
社
会
保
険
寧
務
所

長
が
遠
融
で
あ
る
等
や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
市
町
村
長
が
社
会
保
険
寧
務
所

長
に
照
会
し
発
行
す
る
確
認
書
を
も
っ

て
こ
れ
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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役場の電話番号は、　3－1234　です

償
還
方
法

据
寵
期
間
は
6
ケ
月
、
償
還
期
限
は

3
ケ
年
以
内
と
し
、
元
利
均
等
月
賦
償

還
と
す
る
。

貸
付
金
の
利
率

貸
付
金
の
利
率
は
、
年
3
％
と
す

る。

町
営
駐
車
場
の
利
用
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

先
に
公
報
九
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
し
た
町
営
駐
車
場
に
は
、
月

極
駐
車
場
（
A
、
C
駐
車
場
）
の
他
に

一
時
利
用
の
区
画
（
B
駐
車
場
）
が
豹

区
画
整
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
買
物

等
に
御
利
用
下
さ
い
。

▽
料
　
金
一
時
利
用
1
日
1
回
1
0
0
円

遠
賀
町
蓮
角
土
地
区
画

整
理
組
合
の
保
留
地
の
処

分
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

遠
賀
町
麺
角
土
地
区
画
整
理
組
合
の

保
留
地
を
処
分
し
ま
す
の
で
次
の
事
項

を
熟
知
の
う
え
買
受
申
込
み
を
し
て
下

さ
い

▽
保
留
地
の
位
置
、
出
離
及
び
処
分
価

額組
合
に
関
係
簿
番
を
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
。

▽
申
込
者
の
必
要
な
資
格

保
留
地
処
分
規
程
第
9
条
の
と
お
り

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
企
画
課
備
付

買
受
申
込
者
心
得
書
の
と
お
り
。

▽
抽
せ
ん
の
場
所
及
び
日
時

場
所
‥
遠
賀
町
役
場

日
時
‥
昭
和
5
4
年
日
月
1
9
日
　
9
時

～
1
6
時
ま
で

▽
買
受
申
込
保
証
金
に
関
す
る
事
項

保
留
地
処
分
規
程
第
1
2
条
の
と
お
り

▽
買
受
申
込
受
付
場
所
及
び
期
間

場
所
‥
遠
賀
町
役
場
　
企
画
課

期
間
‥
昭
和
5
4
年
1
1
月
5
日
－
Ⅱ
月

1
2
日
執
務
時
間
内
と
す
る

昭
和
5
4
年
度
「
税
を
知

る
週
間
」
の
行
事
日
程
に

つ
い
て

今
年
も
日
月
日
日
か
ら
日
月
日
日
ま

で
税
を
知
る
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

若
松
税
務
署
管
内
の
行
導
は
、
左
の
通

り
で
す
の
で
、
ご
相
談
の
あ
る
方
は
お

気
瞳
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑱
税
の
無
料
相
談

◇
若
松
会
場

▽
日
　
時
　
Ⅱ
月
Ⅱ
日
（
日
）
～
1
3
日

（
火
）
　
1
0
時
～
4
時

▽
場
　
所
　
丸
柏
百
貨
店
（
若
松
区
）

▽
主
　
催
　
若
松
税
務
署
、
税
理
士
会

若
松
支
部

◇
遠
賀
町

▽
日
　
時
　
Ⅱ
月
1
5
日
（
木
）
1
0
時
～

4
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
、
遠
賀
町
商
工
会

▽
相
談
員
　
小
柳
徳
蔵
税
理
士

◇
中
間
会
場

▽
日
　
時
　
日
月
1
5
日
（
木
）
1
0
時
～

4
時

▽
場
　
所
　
ダ
イ
エ
ー
中
間
店

▽
主
　
催
　
中
間
商
工
会
戦
所

▽
協
　
賛
　
若
松
税
務
署
、
税
理
士
会

若
松
支
部

遠
賀
中
学
校
正
門
通
行

禁
止
に
つ
い
て

遠
賀
中
学
枚
は
、
現
在
校
舎
の
増
築

中
で
す
。
そ
の
た
め
正
門
か
ら
校
内
へ

の
事
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

御
用
の
あ
る
方
は
裏
門
（
別
府
の
信
号

機
か
ら
入
る
）
よ
り
お
入
り
下
さ
い
。

な
お
、
昭
和
5
5
年
3
月
ま
で
工
事
が

か
か
る
予
定
の
た
め
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

・
ク
レ
ー
ン
・
ミ
キ
サ
ー
車
等
が
出
入

り
し
ま
す
の
で
十
分
御
注
意
下
さ
い
。

電
話
の
正
し
い
か
け
方

ビ
ジ
ネ
ス
に
、
日
常
生
活
に
、
徳
話

は
欠
か
せ
な
い
必
詣
品
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
電
話
を
上
手
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
憲
し
ま
し

よ
こ
ノ
。④

番
号
は
記
憶
に
た
よ
ら
ず
、
よ
く

確
か
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う

ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
の
か
け
な
お
し
は

ま
ち
が
い
館
話
の
も
と
で
す
。

㊥
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
続
け
て
最
後
ま
で

回
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
ヤ
ル
の
途
中
で
、
5
秒
以
上
間

を
お
く
と
切
れ
ろ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑫
ダ
イ
ヤ
ル
し
終
っ
て
も
、
呼
出
吾

が
で
ろ
ま
で
、
昔
が
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
機
械
が
相
手
を
さ
が
し
て

い
る
た
め
で
す
。

㊧
呼
出
音
が
な
っ
て
い
る
と
き
は
、

1
0
回
程
度
ま
ち
ま
し
ょ
う
。

相
手
の
人
が
、
惑
話
磯
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
に
い
ろ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

㊧
相
手
が
、
話
し
中
の
と
き
は
、
3

分
ぐ
ら
い
待
っ
て
か
け
な
お
す
と
、
た

い
て
い
つ
な
が
り
ま
す
。

㊦
寓
話
に
も
、
ラ
ッ
シ
ュ
が
あ
り
ま

す。
朝
1
時
～
9
時
、
夜
2
0
時
～
㌶
時
は

話
し
中
が
多
く
な
り
ま
す
。

㊦
北
九
州
へ
の
通
話
は
、
0
9
3
を

忘
れ
ず
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。
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心

配

ご

と

相

識

一
、
日
時
　
n
月
1
2
日

一
、
時
間
　
1
3
時
～
1
6
時

一
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

調
停
相
談
及
び
心
配
ご
と

相
談
開
設
に
つ
い
て

一
、
日
時
　
n
月
然
日

一
、
時
間
　
1
0
時
～
1
5
時

一
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

恩
給
法
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

1
　
恩
給
年
頃
の
増
願

▽
仮
定
健
治
の
引
き
上
げ

昭
和
5
0
年
度
に
お
け
る
公
務
貝
給
与

の
改
善
を
基
礎
と
し
て
、
恩
給
年
額
の

計
算
の
基
礎
と
な
る
仮
定
俸
給
年
額
を

増
額
す
る
。
（
た
だ
し
、
引
上
領
十
万

四
百
円
を
限
度
と
し
、
7
7
号
俸
以
上
は

増
額
し
な
い
。
）

（
昭
和
3
4
年
4
月
か
ら
）

▽
公
務
関
係
扶
助
料
の
最
低
保
障
額
の

増
加
④
公
務
扶
助
料
の
最
低
保
陣
頭
の
引

き
上
げ
。

（
昭
和
5
4
年
4
月
か
ら
）

㊥
増
加
非
公
死
扶
助
料
及
び
特
別
扶

助
料
の
最
低
保
障
額
の
引
き
上
げ
。

（
昭
和
執
年
4
月
か
ら
）

∇
傷
病
恩
給
の
基
本
年
頭
の
増
額

④
増
加
恩
給
及
び
傷
病
年
金
の
基
本

額
の
引
き
上
げ
。

（
昭
和
塊
年
4
月
か
ら
）

㊥
特
例
傷
病
恩
給
の
基
本
年
額
の
引

き
上
げ
。（昭

和
5
4
年
4
月
か
ら
）

▽
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
の
増
額

（
昭
和
5
4
年
4
月
か
ら
）

2
　
普
通
恩
給
縞
の

最
低
保
陣
願
の
増
額

▽
普
通
恩
給
及
び
普
通
扶
助
料
の
最
低

保
障
額
の
引
き
上
げ

（
昭
和
5
4
年
4
月
か
ら
）

▽
0
0
才
以
上
の
者
又
は
、
0
0
才
未
満
の

要
で
扶
襲
遺
族
で
あ
る
子
を
有
す
る
も

の
に
治
す
る
普
通
扶
助
料
の
最
低
保
障

額
の
引
き
上
げ

（
昭
和
5
4
年
6
月
か
ら
）

▽
普
通
扶
助
料
の
最
低
保
障
に
係
る
年

令
制
限
の
廃
止

（
昭
和
5
4
年
1
0
月
か
ら
）

3
　
真
鯛
加
筆
及
び
遭
振
加
算
の
増
願

（
昭
和
5
4
年
6
月
か
ら
）

4
　
扶
養
加
飴
の
種
蹟

（
昭
和
塊
年
4
月
か
ら
）

5
　
短
調
在
職
者
の
仮
定
優
鈴
の
韻
書

0
0
才
以
上
、
筋
才
未
満
の
短
期
在
職

の
旧
軍
人
に
係
る
仮
定
俸
給
の
1
号
偉

引
き
上
げ

（
昭
和
5
4
年
4
月
か
ら
）

6
　
旧
海
軍
の
特
務
士
官
及
び

准
士
官
の
仮
定
俸
給
の
故
替

准
士
官
以
上
、
大
尉
以
下
の
各
階
級

に
対
応
す
る
仮
定
俸
給
年
額
の
適
用
を

受
け
る
旧
海
軍
の
軍
人
（
下
士
官
と
し

て
の
階
級
を
有
し
て
い
た
者
に
限
る
）

で
、
昭
和
2
0
年
n
月
0
0
日
以
前
の
旧
軍

人
と
し
て
の
実
在
職
年
数
が
、
普
通
恩

給
に
つ
い
て
の
最
短
恩
給
年
限
以
上
で

あ
る
も
の
に
係
る
仮
定
俸
給
を
、
2
号

俸
－
3
号
俸
引
き
上
げ
ろ
。

（
昭
和
塊
年
1
0
月
か
ら
）

1
　
旧
軍
人
尊
の
加
算
年
の
年
額
計
算

へ
の
算
入
要
件
の
緩
和

旧
軍
人
等
の
加
算
年
を
普
通
恩
給
の

年
額
計
算
の
基
礎
在
職
年
に
算
入
す
る

場
合
に
お
け
る
年
令
要
件
を
緩
和
し
、

0
0
才
以
上
、
館
才
未
満
の
者
に
つ
い
て

も
、
こ
の
算
入
措
置
を
行
う
。

（
昭
和
馳
年
1
0
月
か
ら
）

8
　
介
瞳
を
要
す
る
富
岳
者
に
対
す
る

特
別
加
給
の
持
崩

第
2
項
症
以
上
の
増
加
恩
給
又
は
特

例
傷
病
恩
給
の
受
給
者
に
給
す
る
特
別

加
給
の
年
額
の
引
き
上
げ
。

（
昭
和
塊
年
6
月
か
ら
）

9
　
0
0
才
以
上
の
轟
合
音
に
対
す
る
算

出
串
の
特
例
の
政
義

（
昭
和
5
4
年
6
月
か
ら
）

1
0
　
代
用
教
員
期
間
の
運
算

訓
練
等
と
し
て
勤
務
し
た
者
が
、
代

用
教
員
　
（
こ
れ
に
相
当
す
る
者
を
含

む
）
と
な
り
、
引
き
続
い
て
訓
練
等
と

な
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
代
用
教
員

期
間
を
、
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に
加
え

る。

（
昭
和
5
4
年
1
0
月
か
ら
）

〓
　
恩
拾
外
所
持
に
よ
る
普
通
息
飴
の

停
止
基
準
額
の
引
き
上
げ

1
の
恩
給
年
額
の
増
額
措
置
に
伴
い

一
定
額
以
上
の
普
通
恩
給
に
対
す
る
恩

給
外
所
得
に
よ
る
停
止
の
基
準
に
つ
い

て
、
所
要
の
措
置
を
親
ず
る
。

（
注
）
6
・
7
・
1
0
に
つ
い
て
は
、

受
給
権
者
か
ら
の
静
求
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
裁
定
庁
が

職
権
に
よ
り
改
定
し
ま
す
。

昭
和
塊
年
9
月
調
日
法
律
第
執
号
で

公布。香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

放散放散放牧放散放散政教

近
煎
　
清

（
東
　
町
）
近
藤
ナ
シ
手
段

上
原
　
芳
子

（
今
古
賀
）
上
原
　
昭
夫
殿

川
和
　
敏
和

（
旧
　
停
）
川
柏
　
芳
板
殿

坂
田
千
代
治

（
広
　
渡
）
長
岡
　
政
美
殿

増
田
　
徳
夫

（
浅
　
木
）
増
田
　
後
光
殿

神
代
　
美
代

（
浅
　
木
）
神
代
　
孝
雄
殿

安
部
卯
一
郎

（
尾
　
崎
）
安
部
チ
ヱ
手
段

多
田
限
秀
子

（
東
　
京
）
多
田
陵
前
掛
殿

放
生
ナ
ル
キ

（
尾
　
崎
）
族
生
　
息
衝
殿

吉
村
フ
ジ
エ

（
広
　
波
）
吉
村
　
達
雄
投

棄
　
　
　
進

（
鬼
　
津
）
薬
　
　
　
修
殿

秦
　
チ
ヨ
ノ

（
鬼
　
津
）
葉
　
一
利
殿
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旧
海
軍
の
特
務
士
官
の

仮
定
俸
給
改
善
に
伴
う
積

求
手
続
に
つ
い
て

1
　
総
理
府
恩
給
局
へ

直
接
請
求
を
す
る
も
の

④
既
に
加
算
改
定
の
裁
定
を
受
け
て

い
る
者
。
㊥
提
出
書
類
（
改
定
請
求
書
－
別
添

様
式
・
恩
給
証
書
写
）

2
　
改
定
請
求
の
必
要
が
な
い
も
の

加
算
改
定
履
歴
申
し
立
番
又
は
加
算

改
定
請
求
書
を
提
出
し
、
厚
生
省
（
恩

給
局
）
か
ら
改
定
効
果
な
し
と
し
て
、

昭
和
5
4
年
4
月
以
降
返
戻
さ
れ
た
も
の

（
改
定
法
に
よ
っ
て
も
改
定
効
果
な
し

と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
）

3
　
改
定
請
求
手
鏡
が
必
要
な
も
の

左
記
に
よ
り
、
退
職
当
時
（
昭
和
2
0

年
8
月
1
5
日
現
在
）
の
本
籍
地
の
所
在

す
る
都
道
婿
県
へ
提
出
す
る
。

▽
加
算
改
定
履
歴
由
立
番
を
提
出
し
、

昭
和
塊
年
3
月
以
前
に
、
改
定
効
果
な

し
と
し
て
厚
生
省
（
恩
給
局
）
か
ら
返

戻
さ
れ
た
者
。

④
提
出
書
類
（
加
算
改
定
話
求
蕾
、

改
定
履
歴
出
立
奮
、
履
歴
書
、
恩
給
荻

書写）
▽
加
算
改
定
請
求
書
を
提
出
し
、
昭
和

塊
年
3
月
以
前
に
改
定
効
果
な
し
と
し

て
、
厚
生
省
（
恩
給
局
）
か
ら
返
戻
さ

れ
た
も
の
。

④
提
出
書
類
（
加
算
改
定
請
求
書
、

風
歴
蕾
、
恩
給
証
蕾
写
）

▽
加
算
改
定
の
手
琵
（
加
算
改
定
履
歴

申
立
書
又
は
加
算
改
定
話
求
書
の
提
出

）
が
未
済
の
も
の
。

④
従
前
の
加
算
改
定
の
手
続
を
す
る

㊥
提
出
書
類
（
加
算
改
定
履
歴
申
立

雷
、
恩
給
証
寄
与
）

な
お
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
民
生
部
援
護
課
又
は
、
福
祉
課
福
祉

係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

第
1
5
回
遠
賀
郡

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

G一蕎、、

一
、
期
日
　
昭
和
5
4
年
1
2
月
9
日
（
日
）

1
0
時
ス
タ
ー
ト

二
、
謡
別
用
中
学
生
の
部
　
　
5
キ
ロ

㈲
高
校
生
の
郵
　
　
5
キ
ロ

㈲
一
般
の
部
　
　
　
1
0
キ
ロ

3
4
0
才
の
部
　
　
　
1
0
キ
ロ

㈲
5
0
才
の
部
　
　
　
1
0
キ
ロ

㈲
0
0
才
以
上
の
蔀
　
5
キ
ロ

S
女
子
約
才
以
上
の
部5
キ
ロ

三
、
場
所
岡
垣
町
野
開
　
聞
垣
中
学
校

四
、
申
込
料

S
中
学
生
　
　
　
3
0
0
円

の
高
校
生
　
　
　
4
0
0
円

㈲
一
般
そ
の
他
　
6
0
0
円

※
申
込
時
に
必
ず
現
金
を
添
え
て
お

願
い
し
ま
す
。

五
、
申
込
期
限

昭
和
5
4
年
日
月
豹
日
（
火
）
ま
で

必
着
の
こ
と
。

種
別
、
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
住

所
を
記
し
申
込
料
を
添
え
て
申
込

む
こ
と
。

※
期
限
以
後
の
申
込
み
は
、
一
切
受

付
け
な
い
。

六
、
申
込
先

〒
八
〇
七

北
九
州
市
八
幡
西
区
南
鷹
見
町

六
－
一

県
教
育
庁
遠
賀
出
張
所
内

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
係

T
E
L
　
（
〇
九
三
）

六
九
一
－
二
六
三
一

第
一
回
遠
賀
町
少
年
空

手
道
大
会
開
催
に
つ
い
て

囲

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
主
他
に
よ
り

左
記
の
と
お
り
第
一
回
大
会
を
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
一
般
住
民
の
方
も
御
観

覧
、
御
声
援
し
て
下
さ
い
。

一
、
期
日
　
昭
和
塊
年
目
月
日
日
（
日
）

二
、
場
所
　
遠
賀
町
武
道
場
（
役
場
横
）

三
、
時
間
　
午
前
十
時
集
合

〃
　
十
一
時
試
合
開
始

四
、
チ
ー
ム
編
成

遠
賀
町
．
水
巻
町
（
招
待
）
、
中

間
市
（
招
待
）
の
各
参
加
選
手
に

よ
る
個
人
戦

五
、
競
技
方
法

◎
小
学
生
組
手
の
部

〇
一
、
二
年
生
の
白
、
黄
帯

。
　
　
〃
∴
∴
∴
綾
、
茶
話

〇
三
、
四
年
生
の
白
、
賛
辞

o
　
　
〃
∴
∴
∴
経
、
兼
帯

。
五
、
六
年
生
の
白
、
黄
帯

。　　〃　　　緑、兼帯

◎
小
学
生
型
の
部

。
一
－
三
年
生
の
白
、
黄
措

〃　　　緑、兼帯

。
四
－
六
年
生
の
白
、
叢
話

e
　
　
〃
∴
∴
∴
緑
、
兼
帯

◎
中
学
生
型
の
蔀

。
一
～
三
年
生
の
白
、
黄
、
緑
、
茶

話
青
少
年
に
良
い
環
境
を
〃

最
近
少
年
の
非
行
化
は
益
々
増
加
の
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
が
少
年
の
非
行

を
防
止
す
る
に
は
、
少
年
補
導
に
た
づ

さ
わ
る
一
郭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
だ

け
で
な
く
、
行
政
検
閲
、
地
域
関
係
団

体
が
一
体
と
な
り
、
早
期
発
見
補
導
や

有
害
環
境
の
浄
化
な
ど
、
全
町
民
を
あ

げ
て
地
域
ぐ
る
み
の
非
行
化
防
止
活
動

が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
関
連
し
た
法
関
係
の

抜
す
い
を
掲
載
致
し
ま
す
。

◎
福
岡
県
青
少
年
保
瞳
育
成
条
例

（
こ
の
条
例
は
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
為
、
背
少
年
を
有
害
な
環

境
か
ら
保
護
す
る
事
を
目
的
と
し
て

次
の
よ
う
な
革
を
定
め
て
い
ま
す
）

o
青
少
年
に
有
害
な
映
画
、
雑
誌
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
制
限
（
5
条
）

。
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
や
ニ
ス
な
ど

の
薬
品
類
の
販
売
等
の
制
限
（
6

条
の
2
）

。
パ
チ
ン
コ
遊
技
や
、
ス
マ
ー
ト
ポ

ー
ル
遊
技
な
ど
の
禁
止
（
1
条
）

。
物
品
費
受
や
古
物
貿
受
の
制
限

（
8
、
9
条
）

。
青
少
年
に
対
し
、
淫
行
又
は
わ
い

せ
つ
の
行
為
等
の
禁
止
（
1
0
条
）

。
淫
行
、
わ
い
せ
つ
の
行
為
、
麻
薬

等
の
使
用
、
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の

為
の
揚
所
の
提
供
な
ど
の
禁
止

（
1
0
条
の
2
）

。
あ
ぶ
な
い
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
所
持

の
禁
止
（
Ⅱ
条
）

o
深
夜
外
出
の
制
限
（
1
2
条
）

※
午
後
日
時
～
午
前
4
時
の
閲
、

ひ
と
り
で
外
出
さ
せ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
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く　場　国　保o　所　な　離④　狩

を　ど　区　狩猟

－言霊
て　禁　医　局　得
お　止　公　賦

猟狩　所　る
者猟　特　と　㊥
記免　許　を　狩
草　状　可　は　獅
」し一　議、に

を・」「　出
携」・銃か
行狩　「砲　け

ス　ポ　ー　ツ　に、読書に、健康の秋

今
年
も
い
よ
い
よ
日
月
1
5
日
か
ら
狩

猟
期
に
は
い
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お

り
毎
年
狩
猟
期
に
は
猟
銃
に
よ
る
人
身

郵
政
や
法
令
述
反
な
ど
の
寧
件
、
事
故

の
発
生
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
狩

猟
に
際
し
て
は
、
法

令
や
マ
ナ
ー
を
守
り

猟
銃
に
よ
る
事
件
、

郵
政
を
な
く
す
た
め

次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
え
ノ
。

する。㊦
日
の
山
緬
、
日
没
後
の
狩
猟
は
し

ない。㊤
市
街
地
、
公
道
、
社
寺
焼
肉
、
恕

地
．
公
園
、
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
な

ど
で
狩
猟
し
な
い
。

狩
猟
中
の
心
持

④
銃
口
は
絶
対
に
他
人
に
向
け
な
い

㊥
発
射
す
る
方
向
に
人
や
建
物
、
道

路
が
な
い
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
。

⑫
発
射
す
る
時
以
外
は
、
引
き
が
ね

に
指
を
触
れ
な
い
。

㊤
跳
弾
の
お
そ
れ
が
あ
る
石
壁
、
水

面
な
ど
を
蝶
た
な
い
。

㊥
グ
ル
ー
プ
が
狩
猟
す
る
時
は
、
お

互
か
い
の
位
置
を
知
ら
せ
て
た
し
か
め

る。

銃
の
携
帯
と
保
管
上
の
心
得

④
銃
は
、
ケ
ー
ス
か
銃
袋
に
入
れ
て

挑
帯
、
運
搬
す
る
。

㊥
銃
を
携
帯
、
運
瓢
す
る
と
き
は
．

た
ま
．
を
裳
で
ん
し
な
い
。

㊦
銃
の
保
管
は
，
た
ま
。
を
抜
き
、

ま
夕
を
車
の
座
席
や
ト
ラ
ン
ク
な
ど
に

放
歴
し
な
い
。

㊧
銃
保
管
庫
は
人
目
に
つ
か
な
い
安

全
な
場
所
に
固
定
し
て
設
け
る
。

．
た
ま
．
の
購
入
と

保
管
上
の
心
得

④
．
た
ま
．
は
、
計
画
的
に
必
要
な

だ
け
鵬
入
し
、
残
弾
が
出
な
い
よ
う
に

する。㊥
．
た
ま
．
は
．
実
包
保
管
庫
に
カ

ギ
を
か
け
て
保
管
す
る
。

㊦
実
包
保
管
庫
は
、
人
目
に
つ
か
な

い
安
全
な
場
所
に
固
定
し
て
設
け
る
よ

う
に
す
る
。

☆
遠
賀
鳥
獣
保
護
区

▽
区
　
域

遠
賀
郡
遠
賀
町
の
う
ち
、
国
鉄
鹿
児

島
本
線
と
国
鉄
垂
木
線
と
の
交
点
を
起

点
と
し
、
同
室
木
線
を
南
へ
進
み
横
手

町
と
の
璃
界
線
上
に
至
り
、
同
璃
界
線

上
を
西
へ
進
み
遠
賀
町
と
遠
賀
郡
岡
垣

町
と
宗
像
郡
宗
像
町
と
の
境
界
線
上
に

至
り
、
同
境
界
線
上
を
西
へ
進
み
遠
賀

町
と
遠
賀
郡
岡
垣
町
と
宗
像
郡
宗
像
町

と
の
擁
界
線
上
に
至
り
、
同
魔
界
線
上

を
西
へ
進
み
県
道
吉
留
岡
垣
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
へ
進
み
同

町
大
字
戸
切
に
お
い
て
新
県
道
書
留
岡

垣
線
に
接
続
し
、
同
所
県
道
を
北
粟
へ

進
み
岡
垣
町
大
字
本
村
に
至
り
、
再
び

県
道
吉
留
岡
垣
線
に
接
続
し
、
岡
県
道

を
東
へ
進
み
国
鉄
鹿
児
島
本
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
本
線
を
束
へ
進
み
起
点

に
至
る
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
。

▽
存
続
期
間

昭
和
錐
年
n
月
1
4
日
ま
で

福
岡
県
公
報
　
第
7
7
1
1
号
よ
り

中
小
企
業
倒
産
防
止
共

済
制
度
及
び
、
小
規
模
企

業
共
済
制
度
の
加
入
促
進

強
調
月
間
の
お
知
ら
せ

1
0
月
・
日
月
は
、
各
通
滴
産
業
局
、

都
道
府
県
、
関
係
官
公
署
、
中
小
企
業

関
係
団
体
お
よ
び
金
融
機
関
の
協
力
の

も
と
に
、
両
共
済
制
度
の
普
及
と
加
入

促
進
の
全
国
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
は
、

連
鎖
倒
産
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
国

で
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

加
入
後
6
ケ
月
以
上
た
っ
て
、
取
引

先
企
業
が
倒
産
し
、
売
掛
金
償
櫛
等
の

回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
掛
金
総

額
の
1
0
倍
の
範
囲
内
で
無
利
子
・
無
担

保
・
無
保
証
人
で
共
済
金
の
貸
付
が
迅

速
ほ
う
け
ら
れ
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
国
で
つ

く
ら
れ
た
郵
業
主
の
退
職
金
制
度
で

す。
疎
業
主
で
あ
る
あ
ば
た
が
、
第
一
線

を
退
い
た
時
な
ど
に
、
法
符
で
定
め
ら

れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金

は
、
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節
税
を

し
な
か
ら
財
産
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち

ます。両
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄

り
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
ま
た
は
中

小
企
業
団
体
中
央
会
に
お
問
い
合
せ
下

さい。

舘
一
回
福
岡
増
改
築
博

の
お
知
ら
せ

▽
期
　
間
　
昭
和
5
4
年
Ⅱ
月
2
日
～
日

月
6
日

▽
揚
∴
所
∴
桶
函
市
東
区
箱
崎
ふ
頭
大

会
場

▽
展
示
物
∴
健
良
住
宅
磯
怒
・
部
材
、

太
陽
熱
温
水
器
、
和
・
津

モ
デ
ル
ル
ー
ム
、
家
具
・

イ
ン
テ
リ
ア
、
住
ま
い
関

連
製
品
等

▽
主
　
催
　
福
岡
県
住
宅
セ
ン
タ
ー
出

展
者
協
力
会

▽
後
　
援
　
福
岡
県
・
財
団
法
人
福
岡

県
住
宅
セ
ン
タ
ー
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喜郷土芸能プログラム

月・日 �第1回上演 ���第2回上演 

11月 1‘日㈱ �11 �30 �不知火太鼓（貴職） �14 �30 �不知火太鼓（長i削 

12 �00 �琉球舞踊（沖縄） �15 �00 �琉球舞踊（沖縄） 
∴Il �30 �太　刀　瞬く高知） �14 �30 �太　刀　踊（高知） 

2日㈲ �12 �00 �小倉舐圃太鼓〈北九州） �15 �00 �小倉識固太鼓（北九州 

3日出 �II �00 �積読八剣太鼓〈長野） �14 �00 �諏訪＾剣太鼓（長野） il �30 �備中神楽（岡山） �14 �30 �備中神楽（岡山） 

i2 �00 �阿　波　踊〈徳島） �15 �00 �阿　波　踊〈徳島） 

11 �30 �石見神楽（亀的 �i4 �30 �石見神楽（畠棋〉 
4日（日） �12 �00 �吉左右太鼓踊腫帰島） �15 �00 �吉左右太鼓踊（鹿鵬） 

5日伯） �12 �00 �泰　平　踊（宮崎） �14 �30 �泰　平　踊〈宮崎〉 

6日的 �II �30 �大山僧兵太鼓（鳥取） �14 �00 �大山僧兵太鼓（鳥取） 
12 �00 �男　な　ら（山　口） �I4 �30 �男　な　ら仙口） 

どの子にも　　愛を帝堂を　　しあわせを

バ
ス
ハ
イ
ク
の
お
知
ら
せ

郷
土
文
化
研
究
会
の
恒
例
パ
ス
ハ
イ

ク
を
今
年
は
宗
像
万
両
の
コ
ー
ス
で
行

い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
空
席
が
あ

れ
ば
受
付
け
ま
す
。へ輩

∇
時
　
間
　
1
0
時
－
∴
耳
時

▽
場
　
所
　
西
日
本
総
合
展
示
場
（
小

倉
駅
北
口
か
ら
徒
歩
で
約

5
分
）

▽
主
∴
腿
　
北
九
州
市
、
福
岡
県
等
の

参
加
各
県

▽
後
　
援
∴
福
岡
県
・
日
本
国
有
鉄
道

各
県
物
産
振
興
協
会
ほ
か

▽
内
∴
溶
　
別
表
の
郷
土
芸
能
・
観
光

紹
介
は
か

絵
画
鑑
賞
の
お
誘
い

町
内
在
住
の
両
家
、
親
幹
氏
の
個
展

が
宏
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
た

け
な
わ
、
力
作
を
じ
っ
く
り
観
鎖
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
黒
崎
、
新
カ
ジ
キ
美
術
画

廊
（
地
図
参
照
）

▽
期
　
間
　
日
月
1
日
（
木
）
～
6
日

（火）

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
コ
ー
ス

▽
料
　
金

▽
函
込
目

▽
そ
の
他

∇
申
込
先

昭
和
5
4
年
日
月
1
8
日

9
時
出
発
－
1
6
時
詳
予
定

公
民
館
別
館
前

猿
田
峠
－
赤
間
－
原
町
－

大
穂
－
睡
町
－
見
抜
峠
－

申
有
木
－
新
廷
（
大
塚
古

墳
）
－
古
田

実
費
1
0
0
0
円

日
月
1
5
日
ま
で

昼
食
持
参

鰭
詣
（
3
）
0
4
2
5

吉
野
ま
で

西
日
本
ゆ
た
か
な
郷
土
展

▽
期
　
間
　
昭
和
5
4
年
Ⅱ
月
1
日
－
日

月
6
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

入
会
希
望
者
募
集

基
礎
か
ら
バ
ド
、
、
ン
ト
ン
を
指
導
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
　
日
　
n
月
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日

2
7
日
（
各
火
唖
日
）

▽
時
　
間
　
約
時
－
2
1
時

▽
場
　
所
　
島
門
小
学
校
体
脊
館

▽
対
　
象
一
般
（
町
内
在
住
者
及
び

町
内
勤
務
者
）

▽
会
　
費
　
5
0
0
円

▽
指
　
諮
∴
遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
部
員

∇
問
い
合
せ
先
面
接
会
場
に
来
ら
れ
る
か

遠
賀
団
地
　
中
西
陸

稲
話
（
3
）
3
7
7
1

昭
和
弱
年
度

自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
衛
生
部
医
務

課
、
福
岡
市
博
多
区
中
洲
中
島
町
2
の

3
（
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
ビ
ル
内
）
、
電

話
0
9
2
（
2
9
1
）
1
5
3
6
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

各
サ
ー
ク
ル
に
お
願
い

Ⅱ
月
後
半
に
町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
（

体
育
系
及
び
文
化
系
）
の
紹
介
を
行
う

予
定
で
す
。
（
但
し
、
今
か
ら
で
も
入

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
に
限
る
。
）

各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
は
、
n
月
1
0
日

ま
で
に
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜
日

会
費
・
対
象
・
問
い
合
せ
先
・
会
員
数

等
を
記
入
の
上
、
庶
務
課
庶
務
係
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

町
報
の
原
語
を

募
集
し
ま
す

編
集
係
で
は
、
行
政
と
住
民
を
鮨
び

つ
け
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
広
報
紙
を

今
よ
り
も
さ
ら
に
密
に
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
住
民
参
加
の
広
報
紙
と
す
る
た

め
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
次
の
よ

う
な
原
稿
を
努
楽
し
ま
ず
。

▽
行
政
に
対
す
る
質
問
、
書
簡
、
要
望

意
見

▽
町
の
話
（
行
政
に
関
係
し
な
い
町
の

ト
ピ
ッ
ク
）

▽
個
人
や
、
個
地
区
、
グ
ル
ー
プ
や
サ

ー
ク
ル
の
呼
び
か
け
。

▽
文
革
（
例
え
ば
、
私
の
健
康
方
法
な

ど－
▽
文
芸
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
（
子
供
か
ら

お
年
寄
り
の
万
ま
で
）
詩
・
俳
句
、

川
柳
・
和
歌
・
絵
・
写
真
な
ど

毎
月
、
1
0
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
宿
接

庶
務
課
庶
務
係
に
お
出
し
下
さ
い
。

銅
聞
鮒
日
割
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よ　い　子　　よ　い　友

ゴ

　

ミ

　

収

　

集

▽
可
絵
・
不
燃
ゴ
ミ
の
収
集
中
込
方
法

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
険
衛
焦
係

で
申
込
み
蕊
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

▽
大
型
家
庭
ゴ
ミ
の
収
集
申
込
方
法

o
大
型
家
庭
ゴ
ミ
置
場
の
あ
る
所

前
日
又
は
当
日
朝
8
時
ま
で
に
高
楼

持
出
し
て
下
さ
い
。

o
大
型
家
庭
ゴ
ミ
置
賜
の
な
い
所

遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
0
9
3
2
8

（
2
）
0
1
1
8
又
は
、
保
健
衛
生

係
に
緒
鶉
を
し
て
持
出
し
場
所
を
相

談
し
て
下
さ
い
。

▽
ゴ
ミ
の
収
集
日

。
可
燃
ゴ
ミ

・
月
木
コ
ー
ス
…
島
津
・
若
松
・
鬼
津

屋
崎
・
千
代
丸
・
広
渡
（
一
都
を
除

く
）
・
道
管
・
上
別
府
二
部
を
除

く
）
・
若
菜
台
・
虫
生
津
・
東
町
・

西
町
・
老
良
・
松
の
木

・
火
金
コ
ー
ス
…
別
府
・
今
古
賀
・
遠

賀
川
・
新
町
・
旧
停
・
遠
賀
団
地
と

広
漠
の
一
部
・
浅
木
・
東
和
苑
・
木

守
・
上
別
府
の
一
部

。
不
燃
ゴ
、
く

毎
月
第
2
回
目
と
第
4
回
目
の
水
曜

日
（
町
内
全
域
）

。
大
型
家
庭
ゴ
ミ

毎
月
第
4
回
目
の
水
曜
日
（
町
内
全

域）
o
建
築
材
廃
と
事
業
ゴ
ミ

に

　

つ

　

い

　

て

土
（
午
後
）
・
日
曜
日
を
除
く
日
に

搬
入
証
明
書
（
役
堀
に
有
り
）
を
持

参
し
て
自
分
で
処
理
渇
に
持
っ
て
行

っ
て
下
さ
い
。
自
分
で
行
け
な
い
人

は
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
が
相
談
を

受
け
ま
す
。
（
有
料
）

▽
ゴ
ミ
の
わ
け
方

。
可
燃
ゴ
、
・
、
・
・
・
紙
・
布
・
木
切
・
竹
切

残
飯
な
ど

o
不
燃
ゴ
ミ
・
金
物
・
ピ
ン
・
ガ
ラ
ス

陶
器
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
な
ど

o
大
型
家
庭
．
コ
ミ
・
・
・
家
具
・
建
具
・
竃

気
製
品
・
マ
ッ
ト
・
フ
ト
ン
・
自
転

車
な
ど

▽
ゴ
ミ
袋

．
つ
、
く
の
無
届
け
殺
出
（
タ
ダ
出
し
）
、

収
集
時
の
袋
の
や
ぶ
れ
、
底
ぬ
け
、

収
集
も
れ
等
を
防
止
す
る
た
め
町
指

定
の
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

袋
は
各
地
区
の
取
り
扱
い
者
か
ら
一

枚
9
円
（
柳
枚
入
り
）
で
購
入
し
て

下
さ
い
。
役
場
で
も
百
枚
単
位
に
て

販
売
致
し
ま
す
。

o
町
指
定
ゴ
ミ
袋
取
扱
い
者

島
　
津
　
婦
人
会
　
矢
野
三
千
代

若
　
松
　
婦
人
会
　
各
支
部
長

鬼
　
津
　
婦
人
会
　
各
支
部
長

尾
　
崎
　
区
　
長
　
林
　
寿
太
郎

別
　
府
　
母
子
会
　
畠
田
ト
モ
エ

〃　　　〃　　花田キミ子

今
古
賀

松
の
木

遠
賀
川

旧
　
倍

達
　
普

選
賀
団
地

母
子
余
　
輩
　
タ
カ
ノ

個
　
人
　
業
日
　
夕
キ

ク
∴
∴
柴
田
商
店

区
長
又
は
組
長

区
　
長
　
枝
沢
　
忠
言

個
　
人
　
藤
吉
マ
サ
ヨ

個
人
　
中
嶋
　
治
夫

申
牢
固
団
地
　
個
人
　
矢
野
　
孝

広
　
漠
　
個
　
人
　
松
本
セ
イ
千

木
　
守
　
婦
人
会
　
各
支
都
度

東
和
苑
　
区
長
又
は
組
長

虫
生
津
　
個
　
人
　
峯
　
　
二
一

東
　
町
　
区
　
長
　
木
野
　
国
繁

西
　
町
　
区
　
長
　
石
田
　
　
茂

西
町
町
住
　
個
人
　
吉
田
　
　
喬

上
別
府
　
個
　
人
　
安
藤
商
店

老
　
良
　
婦
人
会
　
各
支
部
長

諾
薬
台
　
区
　
長
　
小
野
　
　
勝

▽
ゴ
ミ
収
集
料
金

。
一
般
家
庭
局
ゴ
ミ

一
世
帯
当
り
　
月
額
　
6
0
0
円

。
事
業
所
か
ら
の
．
コ
ミ

ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
別
途
契
約

。
大
型
家
庭
ゴ
ミ

無
料
（
町
が
出
し
ま
す
）

第

5

回

歩

こ

う

会

次
の
と
お
り
本
年
最
後
の
歩
こ
う
会

を
行
い
ま
す
の
で
多
数
参
加
願
い
ま
す

▽
期
　
　
日
　
昭
和
5
4
年
Ⅱ
月
4
日

▽
集
合
時
間
　
午
前
9
時
ま
で

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン
　
（
浅
木
）

▽
っ
ー
ス
　
出
発
（
9
時
）
↓
虫
生
津

－
百
円
（
古
墳
見
学
）
－

浅
木
（
日
時
5
0
分
予
定
）

し

尿

く

み

振

り

▽
く
み
畷
り
の
申
込
み
は
印
鑑
持
参
の

う
え
、
保
健
衛
生
係
で
申
込
み
書
に

記
入
し
て
下
さ
い
。

▽
く
み
振
り
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
守

っ
て
下
さ
い
。

o
く
み
取
り
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、
す

ぐ
に
は
行
け
ま
せ
ん
の
で
早
目
に
役

場
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

o
人
員
の
変
動
が
あ
っ
た
混
合
も
す
ぐ

に
役
椙
に
届
出
て
下
さ
い
。

。
地
下
水
、
雨
水
等
の
流
れ
込
む
よ
う

な
不
良
便
そ
う
は
早
急
に
改
善
し
て

下
さ
い
。

o
便
そ
う
付
近
は
作
業
し
や
す
く
し
て

下
さ
い
。

o
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
下
さ
い
。

o
く
み
取
り
の
確
認
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

の
フ
タ
を
あ
げ
て
見
て
下
さ
い
。

。
く
み
取
り
中
に
水
を
入
れ
な
い
で
下

さ
い
。
く
み
取
り
後
、
水
の
投
入
は

に
　
つ
　
い
　
て

バ
ケ
ツ
2
杯
以
内
に
し
て
下
さ
い
。

o
留
守
に
す
る
場
合
は
近
所
・
隣
り
の

方
に
お
額
い
し
て
、
料
金
の
未
納
が

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

。
長
期
入
院
等
の
料
金
の
問
い
合
せ
は

保
健
衛
生
係
ま
で
。

▽
し
尿
く
み
預
り
料
金

。
人
頭
料
金
　
月
額
1
人
　
3
0
0
四

・
一
般
家
庭
で
普
通
く
み
取
り
便
所
。

・
月
2
回
以
上
く
み
取
り
は
そ
の
倍
額

・
二
戸
で
2
カ
所
以
上
便
所
が
あ
っ
て

も
人
頭
基
本
料
金
。

。
従
量
料
金
　
1
8
I
当
　
1
2
5
円

・
一
般
家
庭
で
人
員
の
確
認
で
き
な
い

も
の
（
住
民
登
録
な
し
）
。

・
簡
易
水
洗
便
所

・
新
規
の
く
み
取
り
申
込
み
に
よ
る
初

回
料
金

・
雨
水
・
地
下
水
等
の
流
入
す
る
不
良

便
そ
う

▽
参
加
資
格
　
年
令
、
男
女
は
問
わ
な

い
。
長
距
離
の
徒
歩
に

耐
え
得
る
人
。

▽
そ
の
他
　
幕
政
に
つ
い
て
は
主
催

者
は
費
任
を
と
ら
な
い

※
町
内
一
周
の
歩
こ
う
会
は
今
回
を
も

っ
て
終
了
予
定
で
す
。


